
旧田中銀行博物館のボランティアを１３
年間続けた橘田智男さん、俊子さん夫妻
は今年９１歳を迎え、４世代家族で笑顔
溢れる日々を過ごしています。
（５月２２日　旧田中銀行博物館）
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顔

特
集

で

を

ね
よ
う

重
年

笑

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等

に
よ
り
、
地
域
社
会
に
お
い
て
も
共
同

体
と
し
て
の
意
識
や
支
え
合
い
の
機
能

が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
と
も
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
高
齢
化
率
が
高
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

甲
州
市
に
お
い
て
も
、
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
、
総
人
口
３
３
１
１
２
人

で
、
65
歳
以
上
が
１
０
７
９
６
人
。
ま

た
、
甲
州
市
誕
生
の
平
成
17
年
11
月
と

比
較
す
る
と
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
割
合
が
約
６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
象
は
、「
高
齢
化
」「
超
高
齢
社

会
」
な
ど
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で

多
く
使
わ
れ
、
現
代
に
お
け
る
地
域
社

会
の
特
徴
と
し
て
も
聞
か
れ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
生
き

生
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

平成 28年 6月 2
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住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

「
高
齢
者
は
、
地
域
の
先
達
者
」
で
あ

る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
地
域

社
会
の
発
展
と
充
実
の
た
め
に
、
多
様

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み
や
す

い
環
境
は
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の
環
境
整
備
と
し
て
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
や
子
育
て
世
帯
に
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
河
川
清
掃
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
、
お
母
さ
ん
達
の
子
育
て
相

談
役
と
し
て
の
活
躍
、
さ
ら
に
は
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
次
代
へ
継
承
す
る

「
語
り
部
」
と
し
て
も
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
は
地
域
の
中
核

的
な
存
在
と
し
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
社
会
は
、
世
代
間
の
交
流
や
相
互

の
理
解
に
よ
っ
て
、
地
域
の
発
展
と
成

長
へ
と
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
先
に
は
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
「
笑
顔
の
未
来
」
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

暮
ら
し
た
い
―
。

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

広報こうしゅう3
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い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
、
地
域
社
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

甲
州
市
で
は
、年
々
多
様
化
す
る
福
祉・

生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
情
報
提
供
や

各
種
教
室
や
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
健
康
づ
く
り
は
も
と

よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

健
康
増
進
と
地
域
交
流
を
目
的
と
し
た

「
い
き
い
き
健
幸
教
室
」「
健
幸
隊
」「
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」、
公
民

館
等
で
開
か
れ
る
様
々
な
趣
味
を
学
ぶ

教
室
な
ど
に
は
、多
く
の
皆
さ
ん
の「
大

き
な
笑
顔
」
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

友
人
や
世
代
間
の
交
流
、
趣
味
を
楽
し

む
こ
と
は
、「
充
実
し
た
生
活
」「
い
き

い
き
健
幸
」
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
輝

け
る
大
き
な
意
義
を
も
つ
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

生
き
生
き
と
輝
け
る
場
所
が

こ
こ
に
あ
る
―
。



広報こうしゅう5

ふれあい・いきいきサロンで
歌や体操をしたり、人と話し
たり、交流することで、とて
も楽しく過ごしています。ま
た、甲州市ボランティア連絡
協議会としても活動していて、
どれも日々の張り合いになっ
ています。

健康の秘訣として、ふれあ
い・いきいきサロンや教室で
の様々な体操を毎日やってい
ます。趣味の書道を長年続け
て、充実した日々を過ごして
います。「よく食べること」「規
則正しい生活を心がけること」
が元気の源です。

日々、舞踊やグランドゴルフ
をして体を動かすようにして
います。旅行が大好きで、全
国各地へ行っては、趣味の水
墨画をしています。大和文化
協会の活動として健康舞踊教
室も開き、秋に行う甲州市文
化祭で披露しています。

成澤栄子さん
（塩山上於曽）

小澤茂孝さん
（勝沼町等々力）

佐藤登美子さん
（大和町鶴瀬）

顔

特集 i n t e r v i ew

で
を

ねよう重年笑
ふれあい・いきいきサロンやい
きいき健幸教室などに参加した
り、笑顔で元気に暮らしている
皆さんの声を聞きました。
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甲
州
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
福
祉

社
会
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
次
甲
州
市
地
域
福

祉
計
画
の
基
本
理
念
「
支
え
あ

い
、
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
づ

く
り
」
に
基
づ
き
、
甲
州
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童

委
員
、
各
種
事
業
所
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
を
密
に
図

り
、「
意
識
・
人
づ
く
り
」「
協

働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」「
体
制
・
仕
組
み
づ
く
り
」

「
生
活
環
境
づ
く
り
」
を
重
要

視
し
た
、
総
合
型
・
参
加
型
の

地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

顔

特
集

で

を

ね
よ
う

重
年

笑
支えあい 安心・安全の暮らし

地域全体で支える地域福祉

いきいき健幸教室（５月１８日　勝沼市民会館）健康体操（５月１７日　塩寿荘）

老人クラブ（５月１８日　岩崎共選所） ふれあい・いきいきサロン（５月１４日　上赤尾集会所）

ふれあい・いきいきサロン（５月２３日　甲州市老人福祉センター　塩寿荘「趣味の家」）

グランドゴルフ（５月２０日　勝沼中央公園）

健幸隊（５月１８日　休息公民館）

１）老人クラブ活動へ
の支援

２）生涯学習の推進
３）スポーツ・レクレー
ションの推進

４）地域活動・社会活
動への参加を推進

５）就業等への支援

平成 28年 6月 6
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ふれあい・いきいきサロン
「ふれあい・いきいきサロン」は、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも元気に生活できるよう、
定期的に地域の公民館や集会場等に集まる「場」を提供しています。
市内に 29 ヶ所のいきいきサロンがあり、区や組、民生委員、ボランティアが主体となり運営をし
ています。

いきいきサロン　すみれ会（A) ／いきいきサロン　すみれ会（B) ／下西区　いきいきサロン／下
塩後ふれあい・いきいきサロン／赤尾第一集会所サロン／赤尾第二集会所サロン／蟹沢池いきいき
サロン／三日市場下区いきいきサロン／上切上いきいきサロン／いきいきサロンお茶飲み会／赤子
いきいきサロン／小山いきいきサロン／福生里いきいきサロン／勝沼いきいきサロン／等々力福寿
会いきいきサロン　よろこび／いきいきサロンすみれ／藤井ニコニコサロン／笑福会いきいきサロ
ン／サロン超いきいき会／中原すみれ会／宮本区ふれあいいきいきサロン／丸林いきいきサロン／
四い子いきいきサロン／にこにこ生き生きサロン／センターいきいきサロン／上塩後区「いきいき
サロン」／いきいきサロン一葉会／おしゃべりサロン／菱山和会
◆お問い合わせ先　甲州市社会福祉協議会　☎４４ ‐ ２６１２

いきいき健幸教室
誰もが住み慣れた地域で、健康で快適に暮らす生活支援と、要介護状態の寝たきり予防策のひとつ
として、65 歳以上の方を対象に簡単な筋力トレーニングを行う、いきいき健幸教室を市内 14 会
場で開催しています。

塩山保健福祉センター／塩寿荘／塩山西公民館／塩山東公民館／奥野田公民館／神金公民館／大藤
公民館／松里公民館／玉宮公民館／勝沼健康福祉センター／勝沼市民会館／等々力自治公民館／大
和公民館／日影いこいの家
◆お問い合わせ先　介護支援課　介護予防担当　☎３４ ‐ ５４３４

健幸隊
地域のつながりの中で、健康づくりや生きがいづくりをサポートするため、地域の仲間で自主的に
介護予防活動をしていただけるグループ（健幸隊）を募集し、講師を派遣しています。

塩山東公民館／下塩後公会堂／神金公民館／勝沼市民会館
祝地区　いこいの家／休息自治公民館／勝沼４区集会所
◆お問い合わせ先　介護支援課　介護予防担当　☎３４ ‐ ５４３４

甲州市の老人クラブ
高齢者の皆さんが、自主的に集まり、お互いに話し合い親しみを深めながらボランティア活動や各
種趣味、健康づくり活動に励んでいます。市内に 48 の老人クラブがあり、約 1,800 名の皆さん
が参加しています。ゲートボール大会やグラウンドゴルフ大会、囲碁大会、菊花展、などさまざま
な活動を通じ、交流を深めながら生き生きと笑顔で日々を過ごしています。
■塩山地区　２４クラブ
■勝沼地区　１８クラブ
■大和地区　　６クラブ
◆お問い合わせ先　甲州市社会福祉協議会　☎４４ ‐ ２６１２

市や社会福祉協議会では、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、健
康でいきいきと安心して暮らすことができる地域づくりを目指し、
様々なサロンや教室を開催しています。

高齢者にやさしいまちづくりへ

広報こうしゅう7
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

今
年
度
委
嘱
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
甲
州
市
区
長
会
】

○
塩
山
地
区

千
野
上
区	

吉
田　
一
郎

千
野
下
区	

塩
島　
虎
一
郎

上
東
区	

鶴
田　
　
彰

町
屋
区	

小
林　
一
三

上
西
区	

内
藤　
義
仁

中
央
区	

深
澤　
　
剛

下
東
区	

内
田　
映
一

下
中
区	

粟
田　
勝
也

下
西
区	

駒
井　
文
法

上
塩
後
区	

安
田　
鋭
一

上
塩
後
団
地
区	

村
松　
　
修

下
塩
後
区	

反
田　
勘
次

下
於
曽
東
区	

山
本　
行
徳

下
於
曽
西
区	

天
野　
　
上

赤
尾
区	

保
坂　
治
彦

下
萩
原
区	

雨
宮　
主
計

北
牛
奥
区	

内
田　
孝
正

熊
野
区	

宮
川　
　
広

西
広
門
田
区	

廣
瀬　
清
和

花
園
区	

田
邉　
正
人

中
萩
原
第
一
区	

岡　
　
誠
一

中
萩
原
第
二
区	

萩
原　
正
広

中
萩
原
第
三
区	

望
月　
勝
彦

上
粟
生
野
区	

中
村　
今
朝
一

下
粟
生
野
区	

広
瀬　
　
泉

上
萩
原
下
切
区	

岩
波　
守
和

上
萩
原
上
切
下
区	

廣
瀬　
　
勇

上
萩
原
上
切
上
区	

永
田　
清
一

下
小
田
原
区	

根
岸　
德
雄

上
小
田
原
区	

手
塚　
正
友

裂
石
区	

雨
宮　
　
薫

一
ノ
瀬
高
橋
区	

田
邉　
敏
男

下
竹
森
区	

雨
宮　
昭
三

上
竹
森
区	

樋
口　
重
和

福
生
里
区	

池
田　
俊
夫

平
沢
区	

髙
石　
克
朗

上
井
尻
区	

靏
田　
圭
吾

三
日
市
場
下
区	

久
保
寺
今
朝
治

三
日
市
場
上
区	

相
澤　
一
秋

小
屋
敷
区	

内
藤　
善
仁

藤
木
区	
藤
原　
英
一

下
柚
木
区	
岡
部　
高
貴

○
勝
沼
地
区

勝
沼
1
区	

雨
宮　
秀
人

勝
沼
2
区	

萩
原　
文
夫

勝
沼
3
区	

三
科　
登
志
男

勝
沼
4
区	

古
屋　
昭
栄

勝
沼
5
区	

内
田　
恒
彦

勝
沼
6
区	

荻
原　
正
樹

勝
沼
7
区	

大
柴　
　
久

勝
沼
8
区	

三
枝　
一
仁

勝
沼
9
区	

小
宮
山　
重
保

勝
沼
10
区	

古
屋　
公
男

勝
沼
11
区	

野
沢　
良
久

勝
沼
12
区	

小
林　
松
好

勝
沼
13
区	

三
枝　
健
彥

勝
沼
14
区	

永
島　
　
勇

祝
1
区	

齋
藤　
雅
之

祝
2
区	

宮
﨑　
美
仁

祝
3
区	

前
田　
米
國

祝
4
区	

川
崎　
　
博

祝
5
区	

福
田　
宏
一

祝
6
区	

古
屋　
匡
三

祝
7
区	

志
村　
　
稔

祝
8
区	

三
澤　
利
之

祝
9
区	

内
田　
　
一

祝
10
区	

吉
田　
恵
美

東
雲
1
区	

前
島　
正
吾

東
雲
2
区	

阪
本　
　
茂

東
雲
3
区	

廣
瀬　
　
敏

東
雲
4
区	

安
達
原　
茂

東
雲
5
区	

久
永　
功
二

東
雲
6
区	

細
田　
三
男

東
雲
7
区	

辻　
　
高
則

東
雲
8
区	

山
下　
正
樹

東
雲
9
区	

坂
本　
芳
丸

東
雲
10
区	

青
柳　
寛
次

東
雲
11
区	

金
井　
正
喜

東
雲
12
区	

小
澤　
裕
二

東
雲
13
区	

小
澤　
正
光

東
雲
14
区	

雨
宮　
辰
美

東
雲
15
区	

浅
野　
裕
二

菱
山
1
区	

佐
藤　
哲
也

菱
山
2
区	

三
森　
泰
夫

菱
山
3
区	
飯
塚　
　
等

菱
山
4
区	
内
田　
　
誠

菱
山
5
区	
飯
塚　
正
人

菱
山
6
区	

深
澤　
　
告

菱
山
7
区	

若
月　
　
孝

菱
山
8
区	

飯
島　
勝
幸

菱
山
9
区	

中
熊　
康
德

菱
山
10
区	

原
田　
　
修

○
大
和
地
区

天
目
区	

三
枝　
留
夫

田
野
区	

平
山　
健
治

水
野
田
区	

手
塚　
太
郎

丸
林
区	

木
下　
　
强

古
部
区	

小
林　
和
美

宮
本
区	

塩
野　
哲
夫

日
影
区	

佐
藤　
治
光

鶴
瀬
区	

望
月　
留
男

共
和
区	

髙
野　
　
肇

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
行
政
・
防
災
担
当

　
☎
32	

‐	

５
０
４
１

【
甲
州
市
社
会
教
育
委
員

　
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
】

◯
議
長

芝
村　
正
弘	

（
勝
沼
）

◯
副
議
長

保
坂　
三
郎	

（
奥
野
田
）

山
本　
　
睦	

（
塩
山
南
）

◯
委
員

古
屋　
孝
之	

（
塩
山
北
）

安
田　
鋭
一	

（
塩
山
南
）

土
屋　
治
彦	

（
松
里
）

窪
田　
道
忠	

（
井
尻
）

萩
原　
寿
美
子	

（
大
藤
）

矢
㟢　
よ
し
み	

（
神
金
）

吉
川　
あ
ぐ
り	

（
玉
宮
）

雨
宮　
百
合
子	

（
祝
）

里
吉　
武
仁	

（
祝
）

雨
宮　
江
身
子	

（
東
雲
）

三
森　
誠
次	

（
菱
山
）

三
枝　
照
子	

（
大
和
）

天
野
眞
由
美	

（
大
和
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32	

‐	

５
０
９
７

【
甲
州
市
交
通
安
全
指
導
員
】

○
塩
山
地
区

岩
森　
勇
人　
　
横
谷　
一
夫

橋
本　
洋
一　
　
松
井　
信
夫

谷
地　
國
男　
　
浜
渦　
洋
一

新
田　
是
宣　
　
田
中　
　
敏

中
嶋　
尚
志　
　
伊
藤　
秀
則

雨
宮　
昭
三　
　
深
澤　
　
進

原　
　
清
次　
　
廣
瀬　
憲
幸

○
勝
沼
地
区

古
屋　
浩
司　
　
西
島　
浩
哉

前
田　
米
國　
　
志
村　
　
稔

三
澤　
勝
人　
　
細
田　
三
男

三
森　
健
太　
　
三
森　
　
亮

○
大
和
地
区

小
林　
宏
平　
　
天
野　
勝
博

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32	

‐	

５
０
６
８

【
行
政
相
談
委
員
】

雨
宮　
修	

（
下
竹
森
）

田
口　
三
紀
夫	

（
祝
６
）

手
塚　
か
よ
子	

（
宮
本
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32	

‐	

５
０
６
８

【
甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員
】

武
川　
昌
子	

（
千
野
下
）

笹
本　
美
由
紀	

（
千
野
下
）

鶴
田　
成
子	

（
上
東
）

渡
辺　
広
美	

（
上
東
）

久
保
田　
昭
子	

（
下
中
）

村
田　
京
子	

（
上
井
尻
）

今
橋　
智
子	

（
藤
木
）

田
邉　
経
子	

（
上
切
上
）

小
野　
咲
子	

（
中
萩
原
第
２
）

金
井　
み
か
さ	

（
祝
８
）

古
屋　
千
尋	

（
宮
本
）

有
賀　
公
子	

（
丸
林
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33	

‐	

７
８
１
３



広報こうしゅう9

財政状況の公表

会計名 歳入 歳出 差引額
一般会計 83億 6,119 万 7千円 97億 6,827 万 4千円 △ 14億 707万 7千円
国民健康保険事業 23億 8,790 万 1千円 25億 4,465 万 9千円 △ 1億 5,675 万 8千円
診療所事業 2,563 万 2千円 3,364 万 2千円 △ 801万円
後期高齢者医療 2億 4,035 万 2千円 1億 8,325 万 1千円 5,710 万 1千円
介護保険事業 14億 5,629 万 1千円 16億 8,203 万 1千円 △ 2億 2,574 万円
居宅介護予防支援事業 624万 2千円 445万円 179万 2千円
訪問看護事業 2,207 万 3千円 2,300 万 7千円 △ 93万 4千円
下水道事業 1億 3,433 万 5千円 7億 3,229 万円 △ 5億 9,795 万 5千円
簡易水道事業 2億 7,302 万 9千円 3億 4,545 万円 △ 7,242 万 1千円
大藤財産区 1千円 51万 1千円 △ 51万円
神金財産区 530万 7千円 496万円 34万 7千円
萩原山財産区 629万円 578万 4千円 50万 6千円
竹森入財産区 35万 3千円 31万 8千円 3万 5千円
岩崎山保護財産区管理会 10万 5千円 16万 1千円 △ 5万 6千円

平成 27 年 10 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までの会計別収支の状況

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況

（平成 28年 3月 31日現在）

※「△」はマイナスを表します

水道事業
項　　目 金　　額

営業収益 2億 4,080 万 8千円
営業外収益 4,257 万 8千円
営業費用 2億 1,009 万 2千円
営業外費用 1,200 万 8千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　　目 金　　額

営業収益 4億 3,180 万 2千円
営業外収益 16万 5千円
営業費用 4億 7,771 万 2千円
営業外費用 12万 7千円

勝沼病院事業
項　　目 金　　額

医業収益 0円
医業外収益 2,401 万 4千円
医業費用 1,994 万 3千円
医業外費用 201万 5千円

土　　　地 1,877,137㎡
建　　　物 186,795㎡
基　　　金 45億 2,023 万 4千円
出　資　金 2億 382万 5千円

市税等の内訳 金　　　額
市民税（個人分） 13億 5,896 万 5千円
市民税（法人分） 1億 5,858 万 9千円
固定資産税 21億 6,638 万 2千円
軽自動車税 1億 16万円
市たばこ税 2億 2,866 万 6千円
入湯税 2,124 万 4千円
都市計画税 1億 3,846 万 5千円
国民健康保険税 10億 6,008 万 8千円

市債及び一時借入金の現在高
※一般会計、特別会計、企業会計の合計（平成 28年 3月 31日現在）

市債	 356 億 9,081 万円
一時借入金	 25 億円

◆お問い合わせ先　　財務経営課　行政経営担当　　☎ 32-5065

地方自治法第 243条の 3ならびに「甲州市の財政状況の作成及び公表に関する
条例」に基づき、平成 28年 3月末現在における本市の財政状況を公表します。

甲州市の

（平成 28年 3月 31日現在） （平成 28年 3月 31日現在）

（平成 28年 3月 31日現在）
※平成 27年度分として収入を見込んだ市税等の額



平成 28年 6月 10

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で

は
、
昨
年
６
月
に
20
歳
以
上
の
市
内
在
住

者
１
５
０
０
人
を
対
象
に
意
識
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
甲
州
市
の
男
女
共
同
参
画
の

現
状
を
知
り
、
改
め
て
男
女
共
同
参
画
社

会
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は

家
庭
を
守
る
」
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
ま

す
か
。
甲
州
市
（
左
）
で
は
、「
反
対
」

が
45
・
０
％
、「
賛
成
」
が
36
・
５
％
と

な
り
、
反
対
が
賛
成
を
上
回
り
ま
し
た
。

内
閣
府
と
同
様
の
調
査
（
右
）
に
比
べ
、

甲
州
市
で
は
、『
男
女
を
区
別
し
て
役
割

を
固
定
す
る
』
と
い
う
考
え
を
持
つ
人
が

少
な
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

反
対
の
理
由
と
し
て
は
、「
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
を
押
し
付
け
る
べ
き

で
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
男
女
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

意
識
が
、
徐
々
に
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
家
庭
」
で
も
「
職
場
」
で
も
「
地
域
」

で
も
、甲
州
市
で
暮
ら
す
男
女
（
み
ん
な
）

が
輝
け
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
市
で
は
、
男
女
が
共
に
輝
き
、
一
人
ひ

と
り
の
能
力
を
生
か
し
、
お
互
い
を
認
め

合
い
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男

女
共
同
参
画
社
会
』
を
実
現
す
る
た
め
、

平
成
28
年
３
月
18
日
に
甲
州
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で

は
、
参
画
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か

け
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。

～
男み

ん
な女

で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市
～

甲州市
H27.6
実施

内閣府
H26.8
実施

賛成
5.8％

どちらかと
いえば賛成
30.7％

どちらかと
いえば反対
28.4％

反対
16.6％

わからない
13.9％

その他
4.4％

賛成
12.5％

どちらかと
いえば賛成
32.1％

どちらかと
いえば反対
33.3％

反対
16.1％

わからない
6.0％

賛成 36.5％

反対 45.0％

賛成
44.6％

反対
49.4％

賛成
5.8％

どちらかと
いえば賛成
30.7％

どちらかと
いえば反対
28.4％

反対
16.6％

わからない
13.9％

その他
4.4％

賛成
12.5％

どちらかと
いえば賛成
32.1％

どちらかと
いえば反対
33.3％

反対
16.1％

わからない
6.0％

Q.「夫は外で働き、妻は家庭を守る」
という考え方について

※アンケートは市内に居住する 20 歳以上の男女 1,500 人を無作為抽出し、703 人（回収率 46.9％）
の回答をいただきました。

※参考データ：甲州市「男女共同参画に関する意識調査」（平成 27 年 6 月実施）、内閣府世論調査
「女性の活躍推進に関する世論調査」（平成 26 年 8 月実施）より

熊本地震災害義援金を受け付けています
　４月１４日に発生した熊本県熊本地方を震源とする最大震度７の地震により、熊本県を中
心に大きな被害がでております。この災害で被災された方々を支援するため、日本赤十字社
は次のとおり熊本地震災害義援金を受け付けています。皆さまの温かいご支援をよろしくお
願いいたします。詳しくは、甲州市ホームページをご覧ください。(http://www.city.koshu.
yamanashi.jp)

■募集期間　６月３０日（木）まで
■市の義援金受付窓口
　甲州市役所本庁舎	福祉課	地域福祉担当／勝沼支所	市民福祉担当／大和支所	市民福祉担当
　（土曜日、日曜日、祝日を除く。）
■受付時間　午前８時３０分〜午後５時１５分
◆お問い合せ先　福祉課　地域福祉担当　☎３２‐５０２７
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平成２８年３月の医療費
医療費全体	 ３億２，９５０万円
（前年同月比	 △１，４８８万円）
１人当たり医療費	 ３２，３１３円
（前月同月比	 △３８８円）
［国保連　診療報酬請求額基準］

健診受診で生活習慣病予防
６月から受診できます「甲州市国保　個別医療機関健診」

国保いきいきライフ通信

　「定期的に病院に行って検査しているから健診は
いいや…」という声を耳にします。しかし、病気
で病院にかかっている場合、病気に対しての検査
が主になることが多く、他の病気が進行していて
も気づきにくいことがあります。特に生活習慣病
は自覚症状なく進行していくので、毎年健診を受

け、確認していくことがとても大切です。
　しかも、病歴や体質などよくわかっているかか
りつけの病院で健診をすることは更なる安心にも
つながります。
　普段から病院にかかっている方も、年に１回の
健診をお勧めします。

身近な病院で健診が受けられます !! 保健師コラム

　私たちの健康をおびやかす、心臓病、脳卒中、糖尿病などの
生活習慣病は、自覚症状がなく進行することが多く、異常に気
付くためには毎年の健康診査が欠かせません。市国民健康保険
では、生活習慣病に密接に関わるメタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）とその予備群の人を見つけ、予防・早期発見す
るための特定健診（基本健診）を実施しています。
　なお、６月からは、かかりつけの、またはお近くの医療機関
で健診を受診できる個別医療機関健診がスタートします。
■対象者
①甲州市国民健康保険被保険者で、平成 29年３月 31 日時点
で 20歳から 74歳の方
②同じ年度内に特定（基本）健診及び国保人間ドック健診を受
診されていない方
■自己負担金　無料
■申し込み方法
①国保年金課保健事業担当まで電話等で申込みをしてください。
※６月から８月（特定健診受診券送付前）までに受診される方
②国保年金課から特定健診受診券を郵送いたします。
③受診する医療機関に連絡し、受診日等を決めてください。
④受診日の当日、国保被保険者証及び特定健診受診券を持参し
て特定健診を受けてください。
■個別医療機関健診の実施内容
・実施医療機関（別表のとおり）
・検査項目
問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、医師の診察
など
・受診期間
　６月１日（水）から平成 29年３月 31日（金）まで。
・持ち物
国民健康保険被保険者証（保険証）、特定健診受診券
■その他
国保個別医療機関健診を受ける場合は、国保人間ドック、市
総合健診で特定健診を受けることはできません。
◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当　☎３２‐２１１１（内１１５）

実施医療機関
指定医療機関 電話番号 ４０歳

以上
３９歳
以下

市　
内

阿部ファミリー
クリニック ☎ 44‐1131 ○ ○

あめみや医院 ☎ 32‐5511 ○ ―
池田内科
小児科医院 ☎ 44‐0613 ○ ―

塩山市民病院 ☎ 32‐5111 ○ ○
大藤診療所 ☎ 33‐2649 ○ ○
岡医院 ☎ 33‐2583 ○ ○

加田クリニック ☎ 32‐5507 ○ ○
甲州市立勝沼病院 ☎ 44‐1166 ○ ○

斉藤医院 ☎ 32‐8111 ○ ○
櫻林　腎・内科
クリニック ☎ 39‐9233 ○ ○

鶴田クリニック ☎ 32‐1151 ○ ○
松里診療所 ☎ 39‐8333 ○ ○
渡辺医院 ☎ 48‐2230 ○ ―

山
梨
市

秋元医院 ☎ 22‐7522 ○ ○
飯島医院 ☎ 22‐0015 ○ ○

加納岩総合病院 ☎ 22‐6351 ○ ○
坂の上クリニック ☎ 20‐1860 ○ ○
武井医院 ☎ 22‐0029 ○ ○

中央内科クリニック ☎ 22‐1008 ○ ○
つつじクリニック ☎ 20‐8188 ○ ○
寺本医院 ☎ 22‐0121 ○ ○

中村産婦人科医院 ☎ 20‐1230 ○ ○
西川医院 ☎ 35‐2051 ○ ○
廣瀬醫院 ☎ 20‐1555 ○ ○

山梨厚生病院 ☎ 22‐7898
予防医学センター ○ ○

吉岡医院 ☎ 23‐5206 ○ ○

市
外

山梨県厚生連
健康管理センター

☎ 0120‐28‐
5592 ○ ○

石和温泉病院
クアハウス石和

☎ 055‐263‐
7071 ○ ○
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お
い
し
く
食
べ
、
か
ら
だ
の
健
康

を
守
る
た
め
に
「
歯
」
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
大
切
な
歯

を
失
う
原
因
は
、
む
し
歯
と
歯
周
病

で
す
。
歯
周
病
の
予
防
は
、
自
分
の

歯
を
失
わ
な
い
た
め
に
最
も
重
要
に

な
り
ま
す
。

■
歯
周
病
の
予
防
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア

と
プ
ロ
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

◎
セ
ル
フ
ケ
ア
と
は
◎

・
毎
日
の
歯
み
が
き

・
よ
く
噛
み
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
免
疫
力
ア
ッ

プ
◎
歯
科
医
院
で
の
プ
ロ
ケ
ア
と
は
◎

・
む
し
歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態
の
チ
ェ

ッ
ク

・
歯
ブ
ラ
シ
で
は
と
れ
な
い
歯
垢
や

歯
石
の
除
去

・
専
門
的
な
歯
科
相
談
や
治
療

☆
喫
煙
は
歯
周
病
の
大
き
な
危
険
因

子
で
す
。

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

は
、
歯
周
病
を
重
症
化
さ
せ
ま
す
。

ま
た
タ
ー
ル
が
歯
に
こ
び
り
つ
き

（
ヤ
ニ
）、
歯
垢
が
つ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
歯
の
健
康
の
た
め
に
も

禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
定
期
的
な
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
を
促
進

し
、
歯
周
病
予
防
に
つ
な
げ
る
た

め
、
次
の
対
象
者
の
方
に
は
、
検

診
を
無
料
で
行
な
い
ま
す
。　

①
一
定
年
齢
の
方
（
満
30
歳
、
満
40

歳
、
満
50
歳
、
満
60
歳
、
満
70
歳
）

※
対
象
の
方
に
は
、
受
診
票
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

②
妊
婦
さ
ん

　

妊
婦
さ
ん
が
歯
周
病
に
な
る
と
、

炎
症
に
よ
り
出
て
く
る
物
質
が
胎

盤
に
影
響
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
小
さ

く
産
ま
れ
た
り
、
早
産
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
の
た
め
、

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
、
予
防
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
母
子
手
帳
交
付
時
に
受
診
票
を
発

行
し
ま
す
。

『歯』の健康は、からだの健康

「
食
育
」
と
は
、「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
と
「
食
」

を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
力
を
身
に
付
け
、

生
涯
を
通
じ
て
健
全
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に

「
食
育
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市内保育所・小学校等の「食育」の取り
組みパネルを市役所１階ロビーに展示し
ています。ぜひ、ご覧ください。
【6月 1日（水）～ 30日（木）】

食改さんの「食育」活動
食改さんとは、食生活改善推進員のこ
とで、地域の健康づくりのため、「食」
に関する様々な活動を行い、「食育」
を推進しています。本年度も7月から
こども料理教室を開催します。ぜひご
参加ください。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

毎
月
19
日
は
食
育
の
日

～
家
族
や
友
達
、
職
場
や
地
域
の
方
と

共
に
食
事
を
す
る
機
会
に
し
よ
う
～

毎
月
19
日
は
、
家
族
や
友
達
、
職
場
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
食
卓
を
囲
む
日
と
す
る
こ

と
（
共
食
・
き
ょ
う
し
ょ
く
）
の
普
及
啓
発

と
し
て
、
市
役
所
東
側
駐
車
場
に
「
食
育
の

日
」
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
い
ま
す
。
み
ん

な
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
食
事

は
、
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

６
月
は“
食
育
”月
間
で
す
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課

　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４
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高齢者の

助っ人

お子さんの健やかな成長を応援します♪

1 歳 6ヶ月児健診
　幼児期になって最初の健診が「1歳 6ヶ月
児健診」です。ひとり歩きができるようになっ
たり、言葉が出始めたりと、身体や心が大き
く変化する時期になります。
　1歳 6ヶ月児健診では、小児科医師の診察
や保健師の問診・相談に加え、「歯科診察」と
「歯みがき指導」も受けられます。また、希望
者には「栄養相談」と「育児専門相談」も受
け付けていますので、食べむらや食べ遊びが
あるお子さん、育児で悩んでいるお母さんは、
ぜひ、ご相談ください。

　1歳 6ヶ月児健診は実施が義務付けられて
います。ぜひ、この健診をお子さんの成長発
達の確認の場、育児相談の場としてご活用く
ださい。
　対象月に都合のつかない場合でも、翌月以
降に受けることが可能です。その際は健康増
進課までご連絡ください。
＊日　　程　すくすくカレンダー、広報をご
　　　　　　確認ください。
＊受付時間　午後 12時 45分
　　　　　　　　　〜午後 1時 20分
＊場　　所　塩山保健福祉センター
＊持 ち 物　母子健康手帳、印鑑、保険証、
　　　　　　普段使用している歯ブラシ
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３	‐	７８１２

　
「
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」
と

は
、
高
齢
者
の
歯
と
口
の
機
能

低
下
に
よ
り
、
虚
弱
や
老
衰
な

ど
介
護
が
必
要
と
な
る
一
歩
手

前
の
段
階
の
こ
と
で
す
。

■
自
歯
を
失
う
と
・
・
・

滑
舌
が
悪
く
な
る
、
噛
む
力

や
舌
の
動
き
、
食
べ
る
量
が

低
下
、
低
栄
養
と
な
り
、
さ

ら
に
筋
力
も
落
ち
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■「
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」

　
の
予
防

「
社
会
性
の
維
持
」「
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
と
、
歯
と
口

の
定
期
的
な
管
理
」「
運
動
」

の
維
持
が
大
切
で
す
。

◎
社
会
性
の
維
持

人
と
の
つ
な
が
り
や
生
活
の

広
が
り
、
誰
か
と
食
事
を
す

る
こ
と
な
ど
で
、
活
動
量
、

心
の
健
康
状
態
、
歯
と
口
の

機
能
な
ど
す
べ
て
の
健
康
状

態
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
歯
と
口
の
定
期
的
な
管
理

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を

定
期
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動

お
い
し
く
食
事
を
食
べ
る
た

め
に
、
筋
力
、
体
力
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。

　
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

全
身
の
健
康
維
持
に
と
て
も
重

要
で
す
。
自
分
の
歯
で
お
い
し

く
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
は
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課

　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

ご存知ですか？「オーラル・フレイル」
毎年６/４～１０日は「歯と口の健康週間」です。
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４月２４日、第５１回甲州市ふるさと武田勝
頼公まつりを、大和中学校校庭を主会場に開
催しました。今年は過去最大１００名を超え
る勝頼公軍団が勇壮に行進し、戦国時代さな
がらに出陣絵巻を繰り広げました。また大和
伝統である巫女の舞の奉納など、武田勝頼公
への感謝の気持ちと、武田家の聖地としての
思いを今に受け継いでいました。

大和図書館では、小説で描かれる武田勝頼公
の最後を知ってもらいたいと、企画展「哀愁
の武将・勝頼～小説にか描かれる最後～」を
開催しています。勝頼公が、武田家最後の武
将として、歩んだ歴史と想いがわかるパネル
展示は、６月３０日まで行っています。

５月１２日、１３日の両日、勝沼中学校２年
生が、勝沼町内のぶどう畑でジベ処理実習を
行いました。この実習は、ぶどう栽培につい
ての理解や勤労の尊さや奉仕の心を培うこと
を目的に、実施しています。「おいしいぶどう
になってほしい」と生徒の皆さんは、ジベ処
理作業を通じて、ぶどう農家の苦労とともに
産地の伝統を感じていました。

第５１回甲州市ふるさと武田勝頼公まつり
蘇る勝頼の魂　戦国絵巻さながら

哀愁の武将・勝頼公を偲ぶ企画展

勝沼中学校　ジベ処理体験
ぶどう産地の心に触れる

勇壮に勝ちどきを上げた武田勝頼公軍団

優雅な巫女の舞を奉納しました

大和図書館の入口に展示された勝頼公の様々な資料

晴れわたる青空のもと、ジベ処理作業を体験しました
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市内には様々な地域の伝統と文化が、住民の
受け継ぐ心によって継承されています。
家内安全、無病息災、果実豊作、開運成就を
祈る想いが「祭り」となり、放光寺「大黒天
大祭」（４月２９日）、一之瀬高橋「春駒」（５
月３日）、大善寺「藤切り祭」（５月８日）など、
先人から伝わる地域伝統文化が今年も盛大に
開催されました。

大善寺「藤切り祭」（５月８日）

大蛇を記録する調査員調査員による文献調査

放光寺「大黒天大祭」（４月２９日）

一之瀬高橋「春駒」（５月３日）

市教育委員会では、国から「記録作成等の措置
を講ずべき無形の民俗文化財」の選択を受けた
大善寺の「藤切り祭」について、祭の詳細を把
握し、後世に伝えるため、１２名の学識者を調
査員として委嘱し、平成２７年度から２ヶ年で
文献調査や民俗調査等を行っています。
「藤切り祭」に向けた準備（藤とり、旗たて）から、
祭典の流れなどを記録し、年度末には調査報告
書としてまとめ、今後の文化財保護と活用につ
なげていきます。

現代に伝承　地域の伝統文化
受け継がれる〝こころ〟

奇祭「藤切り祭」を調査
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情 報
information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た

ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、
来
庁
し
て
く
だ
さ

い
。

・
交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た

め
の
交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、

期
限
を
過
ぎ
て
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人
が

来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
診

断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
等
）
や
、

申
請
者
本
人
及
び
代
理
人
の
顔
写
真
付
の

公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
ず
１
点
以
上
必

要
で
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の
方
や
成
年

後
見
人
の
方
も
、
原
則
、
法
定
代
理
人
の

方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
仕

事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
殺
到
し

て
い
る
た
め
、
交
付
ま
で
に
お
時
間
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
月
曜
日
は
交
付
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
毎
週
水
曜
日
の
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
手
続
き
に
限
り
午
後
７
時
15
分
ま
で
延

長
し
て
い
ま
す
。日
程
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

◎
別
世
帯
の
方
が
委
任
状
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
の
ご
請
求
の
際
は
、
委
任
者

に
直
接
お
渡
し
せ
ず
に
請
求
者
本
人
の
住

所
宛
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
よ
る
証
明
書

発
行
の
停
止
に
つ
い
て

　

６
月
４
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

前
10
時
の
間
、
本
庁
舎
電
気
点
検
の
た
め
、

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
よ
る
各
種
証
明
書
の
発

行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
の
方
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
住
基
カ
ー
ド
に
よ
る

証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

個
人
市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
引
き
落
と
し
制
度

■
対　
象

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、
個
人

市
県
民
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方

■
内　
容

前
年
中
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民

税
が
、
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。（
年
金
所
得
以
外
の

所
得
に
係
る
市
県
民
税
は
、
従
来
ど
お
り

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
）

※
個
人
市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
（
特
別
徴
収
）
制
度
へ
の
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

耐
震
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税
減
額

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
耐
震
補
強

な
ど
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改

修
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
改
修
工
事

後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類

を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、
工
事
完
了

の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
額

（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１

／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の
固
定

資
産
減
額

　
65
歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
障
害
を
お

持
ち
の
方
が
居
住
す
る
住
宅
（
平
成
19
年
１

月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い
る
も
の
）
に
つ

い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
浴
室
の
改
修
な
ど

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、

改
修
工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に

関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、

工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１

／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）
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省
エ
ネ
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税

減
額

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
窓
の
改
修
工

事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、
そ
の
工
事
完
了
後
、
原
則
と
し

て
３
ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え

申
告
し
た
場
合
に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度

分
の
固
定
資
産
税
額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト

ル
相
当
分
ま
で
）の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験

■
日　
時

　
８
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）

※
試
験
日
は
、
申
請
後
に
林
務
環
境
事
務
所

　
が
指
定
し
ま
す
。

■
場　
所

　
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
リ
バ
ー
ス

　
和
戸
館
（
甲
府
市
川
田
町
５
１
７
番
地
）

■
内　
容

　
適
性
試
験
、
知
識
試
験
、
技
能
試
験

■
手
数
料

　
５
，
２
０
０
円

■
申
請
期
間

　
６
月
１
日
（
水
）
～
７
月
１
日
（
金
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所　
森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
20
‐
２
７
２
１

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
毎
年
６
月
は
『
児
童
手
当
現
況
届
』
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

全
員
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

方
に
は
、
通
知
文
と
現
況
届
、
返
信
用
封
筒
を

６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。（
未
提
出
の
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
１
月
２
日
以
降
に
甲
州
市
へ
転
入
さ
れ
た

方
は
、
１
月
１
日
に
住
所
を
有
し
て
い
た

市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る
児
童
手
当
用「
所

得
課
税
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
に
市
内
在
住
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
も
、
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
手
当
支
給
日

　
６
月
10
日
／
10
月
７
日
／
２
月
10
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

保
健
師
（
臨
時
職
員
）
募
集

■
募
集
職
種　
保
健
師

■
募
集
人
数　
１
名

■
勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁
舎　
介
護
支
援
課

　
　
　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
雇
用
期
間　
７
月
１
日
（
金
）
～

■
内　
容

地
域
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
介
護

等
相
談
へ
の
対
応
／
地
域
の
高
齢
者
の
状

況
把
握
の
た
め
、
自
宅
・
病
院
・
施
設
等

訪
問
／
介
護
予
防
支
援
事
業
所
の
高
齢
者

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
休　
日

　
毎
週　
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日

※
そ
の
他　
夏
季
休
暇　
年
末
年
始
休
業
日

■
賃　
金

　
日
額　
１
１
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回
（
６
月
・
12
月
）

※
通
勤
手
当
あ
り

■
そ
の
他

有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

履
歴
書
・
保
健
師
免
許
証
（
写
）
を
総
務

課
人
事
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補

助
員
募
集

■
職　
種

　
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
指
導
員
・
補
助
員

　
（
小
学
生
対
象
）

■
募
集
要
件

子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
県
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方
で
、

お
お
む
ね
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

■
募
集
人
数　
８
名
程
度

■
勤
務
場
所

　
塩
山
・
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

■
勤
務
時
間

◎
平
日　
正
午
～
午
後
７
時
（
う
ち
６
時
間
）

◎
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
な
ど

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
（
う
ち
８
時
間
）

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
休
日
等

　
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

※
６
ヶ
月
勤
務
経
過
後
に
有
給
制
度
有
り

※
土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
有
り

■
締
切
日　
６
月
15
日
（
水
）

■
そ
の
他

時
給
制
、
社
会
保
険
加
入
等
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す
！

○
街
頭
啓
発
活
動

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
等
に
よ
る

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

■
日　
時　
６
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
８
時

■
場　
所　
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅

○
地
区
公
民
館
等
の
水
道
施
設
点
検

災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
地
区

公
民
館
な
ど
の
水
道
を
無
料
点
検
し
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
２
日
（
木
）
午
前
８
時
40
分
～

■
巡
回
者

　
水
道
課
職
員
、
水
道
協
力
会
役
員

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７
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平成 28 年度
農作業臨時雇用標準賃金

　農業委員会では、農繁期等で臨時的に雇用
する場合の目安となるよう「農作業臨時雇用
標準賃金」を定めています。

■農作業臨時雇用標準賃金

区分 金額（日当 : 円）

一般
重作業 7,800

軽作業 7,300

高校生 5,900

耕起代かき（10ａ） 17,200〜 19,000

■重作業
○危険を伴う作業（脚立使用での作業、ハ
ウスのビニール掛けなど）
○農機具を使用しての作業（刈払い機、ト
ラクター、管理機、ＳＳ、動噴使用での
消毒、抜根整地など）
○技術を伴う作業（剪定、棚掛け及び撤去）

■軽作業
○幅広い年齢層で男女を問わない作業（立
カンナ等での除草、ジベ付け、傘掛け、
摘粒、野菜の植え付け・収穫及び管理など）

農地の実勢賃貸借情報
　平成 27年 1月から 12月までに締結された農地の賃貸借料
の水準は、以下のとおりです。

（10アール当たり　単位：円）

品種等／
地域名

塩　山 勝　沼 大　和
平坦地 中山間地 平坦地 中山間地

全　域塩　山
奥野田
松　里

玉　宮
大　藤
神　金

勝　沼
岩　崎
東　雲

深　沢
藤　井
菱　山

ぶ
ど
う

平均値 19,209	 28,044	 23,963	 14,460	 10,566	
最大値 38,793	 40,000	 42,918	 25,597	 15,765	
最小値 8,130	 12,236	 8,576	 7,758	 7,966	
データ数 31	 11	 73	 16	 6	

も
も

平均値 17,564	 11,869	 26,029	 42,872	 ―
最大値 31,983	 18,079	 48,544	 42,872	 ―
最小値 6,947	 8,651	 14,745	 42,872	 ―
データ数 30	 25	 33	 1	 ―

す
も
も

平均値 19,420	 ― ― ― ―
最大値 20,080	 ― ― ― ―
最小値 19,200	 ― ― ― ―
データ数 4	 ― ― ― ―

さ
く
ら
ん
ぼ

平均値 ― ― ― ― ―
最大値 ― ― ― ― ―
最小値 ― ― ― ― ―
データ数 ― ― ― ― ―

か
き

平均値 28,372	 ― ― ― ―
最大値 38,911	 ― ― ― ―
最小値 12,563	 ― ― ― ―
データ数 5	 ― ― ― ―

野
菜

平均値 1,672	 14,829	 ― ― 10,638	
最大値 1,672	 19,120	 ― ― 10,638	
最小値 1,672	 11,737	 ― ― 10,638	
データ数 1	 4	 ― ― 1	

※データの無い箇所は、賃貸借契約が無かった地域です。
※使用貸借（無料）のもの、借料が平均値±（平均値× 70％）
　を超えるもの等は除かれています。

市では、ゴールデンウィークにかけての 6日間、
市内ＪＲ中央線 3駅で山火事予防の啓発活動を行
いました。４月29日には田辺市長も活動を行い、
登山客に「強風、乾燥時にはたき火をしない」「た
ばこは投げ捨てない」などの書いたチラシ入り
ティッシュを配りました。

山火事防止啓発活動
山火事を防ぎましょう

◆お問い合わせ先
　甲州市農業委員会
　事務局　産業振興課農地担当
　☎３２－５０９２
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◆悪質な滞納は絶対に許しません！

　甲州市では市民サービス等を実施するのに欠か
すことの出来ない貴重な自主財源である市税収入
の適正な確保を目的として市税の収納強化に努め
ております。
　大多数の市民の方には、市税を納期限内に納め
ていただいておりますが、督促にも催促にも応じ
ない一部の市民の方に対しましては、税負担の公
平性を確保するため、やむを得ず法律に基づき強
制的に給与・不動産・預貯金・自動車・生命保険
等の財産の差押えを執行し、その財産をインター
ネット公売などにより換価し、滞納税額に充てて
おります。
　また、場合によっては職員が滞納者の自宅等を
法律に基づき強制的に捜索し、発見した財産を差
押え、搬出することも行っております。

◆毎月延滞金納付書を送付しています。

　市では、法令に基づく市税の延滞金につきまし
ても税負担の公平性の観点から適正な徴収を図っ
ています。延滞金は、滞納されていた本税が納付
されますと納付額が決定し確定延滞金となります。
この確定延滞金の納付書を送付し、請求を行って
います。
　延滞金を発生させないために納期内の納税をお
願いいたします。また、支払い忘れ等を防止する
ため、口座振替サービス等のご利用をお勧めいた
します。

◆延滞金とは？

　納期限までに税金が完納されない場合には、納
期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、甲州
市条例に定められた割合を乗じて計算した延滞金
が発生します。
〇納期限の翌日から１ヶ月を経過する日まで

→　年　２．８％
〇１ヶ月を経過した日以降

→　年　９．１％

◆納期限内に納税できない方は
　納税相談にお越しください。
　災害や病気等の事情により、納期限内に全額を
納められない場合には、徴収の猶予などの制度が

あります。生活状況や財産の取得状況などを申告
していただき、調査の結果、要件に該当した場合
に適用されますので、納税困難の方は必ずご相談
ください。

◆コンビニでも納付できますので
　ご利用ください。
○取り扱える税金の種類
市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健
康保険税

○必要なもの
納付書（コンビニ収納用のバーコードが印刷さ
れた納付書）

○取り扱いのできる主なコンビニエンスストア
セブンイレブン、ファミリーマート、ヤマザキ
デイリーストア、ローソン、エーエム・ピーエム、
ＭＭＫ設置店、くらしハウス、サークルＫ、サ
ンクス、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、
ミニストップ　など　
（一部取扱いしていない店舗があります）

◆納税相談窓口◆
　収納課　徴収担当　☎３２	‐	２１１１
　（線１７１、１７２、３７３）
　8：30〜 17：15（土・日・祝日を除く）
※延長窓口は終了しました。来庁が 17：15
以降になる場合は、事前にご連絡いただけ
れば、対応いたします。

◆平成２７年度差押え実績
（H27.4 〜 H28.3）

甲州市は市税の徴収を強化しています

差押財産 件　　数
給　与 ９件
不動産 ６件
自動車 ３件
預貯金等 ４４８件
生命保険 １３件
捜　索 １件
その他 １４件
計 ４９４件
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甲
州
市
出
前
講
座

　
市
で
は
、
本
市
の
業
務
内
容
を
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
甲
州
市
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
出
前
講
座
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
予

定
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
申
込
書
を
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
担
当
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
書
・
メ

ニ
ュ
ー
等
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

さ
わ
や
か
講
演
会

■
日　
時

　
６
月
30
日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場　
所

　
勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

■
講　
師

元
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー　
児
童
心

理
士　
山
脇
由
貴
子
心
理
オ
フ
ィ
ス
代
表

山
脇	

由
貴
子	

氏

■
演　
題

「
現
代
の
子
ど
も
の
い
じ
め
の
実
態

　
　
　
　
　
　
～
大
人
の
す
べ
き
こ
と
～
」

■
主　
催

　
青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議

■
共　
催

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
委
員
会

■
後　
援

甲
州
市
教
育
委
員
会
／
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
／
勝
沼
・
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　
　
　
　
甲
州
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー

～
先
着
４
５
０
人
を
無
料
招
待
～

　
市
で
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
応
援

す
る
た
め
に
「
甲
州
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
を
Ｊ
１
リ
ー
グ
、
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦
に
無
料
招
待
し
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
25
日
（
土
）

　
午
後
７
時
～
（
試
合
開
始
）

■
場　
所

　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

■
対　
戦

　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

■
席　
種

　
ビ
ジ
タ
ー
ス
タ
ン
ド
側　
ホ
ー
ム
自
由
席

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
配
布
数　
４
５
０
枚
（
１
人
１
枚
ま
で
）

■
配
布
日
時

　
６
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
翌
日
か
ら
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
チ
ケ
ッ
ト
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
配
布
場
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
配
布
方
法
（
６
月
14
日
の
み
）

午
前
９
時
45
分
か
ら
、
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

２
０
１
６
フ
ッ
ト
パ
ス

■
日　
時　
６
月
25
日
（
土
）
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～　
受
付

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～　
　
　
出
発

■
集　
合　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

■
内　
容

塩
ノ
山
に
登
り
、
下
山
後
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

堀
り
を
体
験
し
ま
す

■
定　
員　
30
名
（
当
日
参
加
も
可
）

■
参
加
費　
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
２
㎏
付
き
）

■
後　
援

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
主
催
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

学
校
給
食
試
食
会
（
限
定
30
食
）

■
日
時
・
申
込
締
切
日

　
６
月
試
食
会　
６
月
17
日
（
金
）
正
午
～

　
　
※
６
月
７
日
（
火
）
締
切

　
７
月
試
食
会　
７
月
19
日
（
火
）
正
午
～

　
　
※
６
月
30
日
（
木
）
締
切

■
対　
象

　
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■
申
込
方
法

　
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
後
、
当
選
者

　
の
み
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
単　
価　
１
食
３
１
０
円
（
中
学
生
単
価
）

■
そ
の
他

変
更
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
と
し
、

そ
の
後
の
変
更
は
出
来
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
無
料
体
験

■
日　
時　
６
月
４
日
（
土
）・
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時

■
場　
所　
塩
山
体
育
館

■
対　
象　
幼
児
～
大
人

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部

　
代
表　
中
村　
実

　
☎
０
９
０
‐
８
９
４
５
‐
７
７
４
８

	

第
４
回
歴
史
的
風
致
散
策

■
日　
時　
６
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃

■
集　
合　
甲
州
市
役
所　
東
側
駐
車
場

■
コ
ー
ス　
大
善
寺
～
景
徳
院

■
参
加
費　
無
料
（
別
途
交
通
費
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

６
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２
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◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
山
梨
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
板
津	

松
男

　
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
３
９
４
９

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

５月１１日、峡東地区県有林造林推進協
議会、滑沢山恩賜県有財産保護組合、峡
東地区保安林造林整備推進協議会と県や
市の職員は、環境美化活動の一環として
鈴庫山林道のゴミ収集作業を行いました。

環境美化活動
鈴庫山林道のゴミを収集

女
子
力
Ｕ
Ｐ
講
座　
受
付
開
始

①
今
日
か
ら
あ
な
た
も
ワ
イ
ン
女
子
♪

■
日　
時　
７
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～　
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
講　
師　

　
長
谷
部　
賢	

氏

　
（
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
ワ
イ
ン
ア
ド
バ

　
イ
ザ
ー
）

　
濱
本　
梨
沙	

氏

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）　
※
予
定

■
場　
所　
勝
沼
食
堂	

パ
パ
ソ
ロ
ッ
テ

■
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
食
事
、
ワ
イ
ン
代
）

■
協　
力　
産
業
振
興
課　
ワ
イ
ン
振
興
室

※
当
日
ワ
イ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
、
自

動
車
等
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

②
☆
自
分
磨
き
の
美
文
字
☆

　
　
　
　
　
～
字
も
心
も
美
し
く
～

■
日　
時　
７
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～　
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
講　
師　
田
邉　
俊
雄	

氏

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
３
会
議
室

■
持
ち
物　
愛
用
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

◎
対
象
・
定
員
等

※
受
講
対
象
者
は
、
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
成
人
（
20
歳
以
上
）
の
女
性
と
し
ま
す
。

※
各
講
座
へ
の
受
講
が
原
則
。

※
定
員
は
20
名
（
先
着
順
）
と
な
り
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
参
加
費

は
各
講
座
の
受
付
時
に
集
め
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
生
涯
学
習
課
（
市
民
文
化
会

館
内
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

男
っ
ぷ
り
向
上
大
作
戦　
受
付
開
始

①
☆
モ
テ
る
男
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
☆

■
日　
時　
７
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～　
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
講　
師　
安
達　
恵	

氏

■
会　
場

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

■
持
ち
物

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ

ル
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

②
で
き
る
男
の
ワ
イ
ン
入
門
♪

■
日　
時　
７
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～　
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
講　
師　

　
長
谷
部　
賢	

氏

　
（
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
ワ
イ
ン
ア
ド
バ

　
イ
ザ
ー
）

　
濱
本　
梨
沙	

氏

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）　
※
予
定

■
場　
所　
勝
沼
食
堂
パ
パ
ソ
ロ
ッ
テ

■
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
食
事
、
ワ
イ
ン
代
）

■
協
力　
産
業
振
興
課　
ワ
イ
ン
振
興
室

※
当
日
ワ
イ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
、
自

動
車
等
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
・
定
員
等

※
受
講
対
象
者
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

成
人
（
20
歳
以
上
）
の
男
性
と
し
ま
す
。

※
各
講
座
へ
の
受
講
が
原
則
。

※
定
員
は
20
名
（
先
着
順
）
と
な
り
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
参
加
費

は
各
講
座
の
受
付
時
に
集
め
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
生
涯
学
習
課
（
市
民
文
化
会

館
内
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

山
梨
県
俳
句
大
会　
作
品
募
集

■
対　
象　
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

※
高
校
生
大
歓
迎

■
投
句
内
容

　
一
人
５
句
（
四
季
雑
詠
、
未
発
表
）

■
参
加
費

一
般
２
，
０
０
０
円
（
郵
便
振
替
口
座
利

用
）、
高
校
生
は
無
料　

■
募
集
期
間

　
６
月
１
日
（
水
）
～
７
月
20
日
（
水
）

■
表
彰
・
講
演

　
10
月
16
日
（
日
）　
午
後
１
時
30
分

　
山
梨
県
立
図
書
館

　
演
題　

｢

俳
句
に
学
ぶ｣

（
仮
題
）

　
講
師　
斉
藤　
幸
三	

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
誌
郭
公
編
集
同
人
）

■
投
句
方
法

生
涯
学
習
課
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
内
）

に
あ
る
投
句
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
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甲
州
市
民
「
海
の
家
」
開
設

■
海
の
家

　
静
岡
県
牧
之
原
市「
相
良・静
波
海
水
浴
場
」

■
開
設
期
間

　
７
月
２
日
（
土
）
～
８
月
24
日
（
水
）

■
対
象
者

　
市
内
在
住
で
満
２
歳
以
上
の
方

　
（
先
着
４
５
０
名
）

■
宿
泊
利
用
予
約

①
事
前
予
約
を
し
ま
す
。

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
直
接
、
指
定
施
設

ま
た
は
牧
之
原
市
観
光
協
会
（
☎
０
５
４

８
‐
２
２
‐
５
６
０
０
）
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

②
予
約
後
、
牧
之
原
市
観
光
協
会
か
ら
申
込

受
付
表
（
予
約
通
知
）、
申
請
書
が
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
。

③
利
用
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
受
付
日

　
６
月
13
日（
月
）～【
土･

日･

祝
日
を
除
く
】

・
受
付
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
産
業
振
興
課
商
工
担
当

■
持
ち
物

申
請
書
／
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知
）
／

印
鑑
／
利
用
者
す
べ
て
が
甲
州
市
民
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等
）

■
そ
の
他

宿
泊
利
用
料
金
は
、
甲
州
市
民
は
宿
泊

者
に
対
し
て
、
１
人
１
泊
に
つ
き
３
，

０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。（
利
用
券
の
交

付
）
た
だ
し
、
１
人
に
つ
き
２
泊
ま
で
と

し
ま
す
。
利
用
券
分
を
差
引
い
た
金
額
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

利
用
券
は
、
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

甲
州
市
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

一
般
開
放

■
期　
間　
６
月
１
日（
水
）～
７
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
８
月
10
日（
水
）～
８
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　
全
日　
午
後
２
時
～
５
時

■
休
館
日

月
曜
日
及
び
10
月
１
日
か
ら
翌
年
の
５
月

31
日
ま
で
の
日

■
利
用
料
金

中
学
生
以
下（
５
０
円
）／
高
校
生（
１
０
０

円
）
／
市
内
一
般
（
２
１
０
円
）
／
市
外

一
般（
３
２
０
円
）／
65
歳
以
上
の
市
民（
無

料
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
44
‐
１
７
０
０

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
企
画
展
「
東
土
会　
絵
画
展
」

油
彩
・
水
彩
・
日
本
画
で
描
か
れ
た
四
季

折
々
の
風
景
な
ど
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

■
期　
間

　
６
月
15
日
（
水
）
～
７
月
４
日
（
月
）

◎
黒
よ
う
石
で
石
器
作
り
教
室

■
日　
時　
６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～

■
定　
員　
10
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

■
材
料
費　
４
０
０
円

◎
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家

族
が
１
名
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費

１
０
０
０
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
）
も

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

甲州市民「海の家」
※指定施設（市外局番０５４８）

◦相良地区◦
　大　沢（民宿）	 ☎５８‐１２８７
　美宇良（民宿）	 ☎５２‐０１９０
　田　沼（民宿）	 ☎５２‐４０４０
　文　一（民宿）	 ☎５２‐１５４３
　もりまさ（民宿）	 ☎５２‐１５２６
　海まで０分の宿　海岸通り（ペンション）
	 ☎５２‐１３６３
　リリカル（ペンション）	 ☎５２‐６８８８
　むぎわらぼうし（ペンション）	 ☎５２‐０１５１
　おじろ（ビジネスホテル）	 ☎５２‐３２４７
　大漁苑（旅館）	 ☎５８‐１８１１
　なかたに（旅館）	 ☎５２‐０２９６
　大とく屋（旅館）	 ☎５２‐００５５
◦榛原地区◦
　東　海（民宿）	 ☎２２‐１２９３
　オーシャンビューはまゆう（民宿）	 ☎２２‐１２１０
　セイラーズ（ペンション）	 　☎２２‐６５１１
　はちぼし（旅館）	 ☎２２‐６６８８
　わかき家（旅館）	 ☎２２‐０３３１
　静波リゾートスウィングビーチ（ホテル）
	 ☎２２‐１７１７

甲州市民文化会館	歴史民俗資料室	イベント
◎昆虫標本展「世界の昆虫・甲州市の昆虫」
　	７月９日（土）〜８月７日（日）
◎昆虫標本展ワークショップ「中村せんせいのこんちゅう教室」
　７月３０日（土）
　講師　中村直人	氏（井尻小学校教諭）
※小学校６年生までの昆虫に興味がある方の参加を随時受付中です！
◎オリジナルコミックアート展　―	ＯＣＡ	２０１６	―
　９月３日（土）〜９月２５日（日）
※「甲州市をイメージ」したオリジナルコミックアートを大募集！
◆お問い合わせ先　甲州市民文化会館　☎３２‐１４１１
　　　　　　　　　ｈｔｔｐ：／／ｇｏｏ．ｇｌ／ＪＶｒＱＦＶ
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児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

　
～
リ
ズ
ム
・
か
ら
だ
あ
そ
び
～

　
曲
に
合
わ
せ
て
親
子
で
楽
し
も
う
。

■
日　
時　
６
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

　
～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
。

■
日　
時　
６
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

　
～
工
作
あ
そ
び
～

　
か
さ
袋
を
使
っ
て
、
動
物
を
作
ろ
う
。

■
日　
時　
６
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

　
～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
。

■
日　
時　
６
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も
す
館

こ
す
も
す
か
ん
ま
つ
り

■
日　
時　
６
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
内　
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も
す
館

　
☎
33
‐
２
４
８
７

甲州大菩薩ネルチャーズクラブ（代表古屋学さ
ん）は、大菩薩山系の甲州アルプスをＰＲしよ
うと、甲州市観光大使でありプロアスリートと
して活躍している天野和明さん（アルパインク
ライマー）、小川壮太さん（プロトレイルラン
ナー）をゲストにイベントを開催しました。各
イベントには県内外から多くの方が参加され、
山頂からの絶景、山道の魅力を感じるなど、甲
州アルプスを存分に満喫していました。

トレイルランで甲州アルプスの魅力を
再発見しました。（5月 8日）

甲州アルプスの山頂からの絶景
を楽しみました。（4月 20日）

大自然に抱かれた甲州アルプス
大菩薩山系の魅力を再発見！
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勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
６
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

借
金
返
済
に
お
困
り
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
甲
府
財
務
事
務
局
）

■
日　
時

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
内　
容

借
金
問
題
解
決
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守
・
何
回
で
も
無
料
で
す
。
電
話

相
談
も
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
財
務
省
関
東
財
務
局

　
甲
府
財
務
事
務
所
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

■
日　
時　
６
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
44
‐
２
６
１
２

も
の
忘
れ
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

■
日　
時

　
６
月
17
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
要
予
約
）

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
６
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　
６
月
15
日
（
水
）　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
７
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
６
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

休
日
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

■
日　
時　
６
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分　

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
５
名
（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
６
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　
無
料
法
律
相

　
談
事
務
局　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談
（
要
予
約
）

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
６
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
12
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
労
働
契
約
、
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

■
そ
の
他

・
６
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
６
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８
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日本経済の未来は、
あなたの調査票から。

経済センサス２０１６ 検索
http://www.e-census2016.stat.go.jp/
総務省・経済産業省・山梨県・甲州市

塩山駅南口市民ギャラリー
６月６日（月）
～７月４日（月）

甲州市文化協会美術部（塩山）
による作品を展示いたします。

※展示内容・期間につきまして
は、変更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

甲州市観光協会は５月１２日、大菩薩峠を満
喫する大菩薩トレッキング～甲州アルプスを
歩く新緑編～を開催しました。
市内外からの参加者６５名が「大菩薩」と「丸
川」の２コースに分かれて、地元ガイドの案
内をききながら、芽吹き始めた木々や鳥など、
新緑の大菩薩を楽しみました。

大菩薩トレッキング
新緑の大自然に抱かれて

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

■
視
覚

　
石
原　
テ
ル　
氏　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤　
養
蔵　
氏　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中　
美
津
江　
氏　
☎
32
‐
３
１
２
０

■
知
的

　
雨
宮　
さ
つ
き　
氏　
☎
32
‐
０
２
８
５

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

■
日　
時　
６
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
（
要
予
約
）

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
６
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
締
切
日　
６
月
８
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

介
護
者
の
会
「
四
つ
葉
の
会
」
主
催

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
見
学

■
日　
時

　
６
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

■
集
合
場
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
表
駐
車
場

　
午
後
１
時
（
出
発
）

※
現
地
集
合
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
内　
容

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
『
リ
ア
ン

フ
ォ
ー
ト
』（
山
梨
市
七
日
市
場
）
の
施
設

見
学
と
介
護
者
同
士
の
交
流
会

■
対　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
関
心
の
あ
る
方

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
６
月
７
日
（
火
）

■
主　
催　
介
護
者
の
会
「
四
葉
の
会
」

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

平成 28年
６月１日

全国すべての事業所・
企業のみなさまが対象です。
調査へのご回答よろしく

お願いします。

経済センサスキャラクター



平成 28年 6月 26

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　6月16日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成 28年 5月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,041人	 （－ 71人）
	 男	 15,978人	 （－ 33人）
	 女	 17,063人	 （－ 38人）
	 世帯	 13,218世帯	（－ 10世帯）

STOP!  電話詐欺 !
◆甲州市◆

電話で「お金」の話は詐欺!

還付金詐欺とは？
電話で市役所等を名乗って安心させ、

「医療費の還付金があるが、受け取るに
は手数料が必要だ」
と言い、手数料をだまし取ります。
還付金等に関する話を

電話で連絡することはありません。
おいしい話には裏がある
と警戒することが大切です。
「お金がいる」と言われたら電話詐欺です。
おかしいと思ったらすぐ１１０番してください。

二輪車事故多発 !
　行楽シーズンは二輪車の関係する事故が
多発します。特に日下部警察署管内では、
県外車両が多く通る、

国道４１１号線（柳沢峠）
国道１４０号線（雁坂峠）
国道２０号線（笹子トンネル付近）

において、二輪車に関係する交通事故が多
発しています。
　特に、峠付近のカーブにおいては県外か
らの無謀運転の車両が走行している可能性
がありますので、交通事故に巻き込まれな
いよう、十分注意してください。

慣れた道でも、
　油断できない！

県外からの無謀運転車両

これはあなた

☞

☞

こんな振り込み方法は
絶対にありません！

これ常識です！
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◆おどる！てまえみそ＆こうじ展
■期間　６月２６日（日）まで開催中
■場所　甘草屋敷子ども図書館
日本が誇る食文化で
ある発酵食品につい
て楽しく学べます♪
★子ども図書館にて
作者によるイベン
トを行いました。
　（４月２４日）

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆知的書評合戦ビブリオバトルＩＮ塩山⑨
■日時　６月１８日（土）午後５時３０分〜
■場所　塩山図書館
　「見ている方も聞いている方もドキドキして
面白かったです。」「本を紹介してもらうととて
も楽しいです。全部読んでみたいと思いまし
た。」参加者の皆さんからいただいた感想です。
このドキドキ、一緒に味わってみませんか？

◆夏休み工作教室
　「カブト虫箱・作っちゃお！」
◎大和図書館　定員１０名
　７月３０日（土）
　午後２時〜
◎勝沼図書館　定員１０名
　７月３１日（日）
　午後１時３０分〜
◎対象　小学３年生〜６年生
　参加希望日の各図書館にお申込みください。

◆図書館七夕イベントのご案内
■期間　７月１日（金）〜７月７日（木）
　市内の各図書館内にある笹に、お願い事や七
夕飾りをつるしてみませんか？
　期間中はどなたでも参加できます。
　一緒に飾り付けを楽しんでください♪

◆勝沼図書館蔵書点検のお知らせ
　６月１日（水）から１０日（金）まで蔵書点
検作業のため休館させていただきます。

◆夏休み　読書感想文講座《小学生向け》
　感想文はコツさえつかめば難しくない！ 
　山梨英和大学の学生さんが講師となって、優
しく教えてくれます。（両日共に同じ内容です）
◎塩山図書館　定員１０名
　７月２３日（土）午後１時３０分〜
◎勝沼図書館　定員１０名
　７月２４日（日）午後１時３０分〜
◎対象　小学３年生〜６年生
　申し込みは６月２２日（水）午前１０時から
参加希望日の各図書館までお問い合せください。

「子ども図書館パークライブラリー」
　　　　　　　　　　　　　5月 14日・15日
お天気に恵まれた 2日間のイベント。延べ 90人の
親子連れさんが参加してくださいました。達成感を
感じられるとても良い笑顔で帰って行く子ども達の
姿に、私たちも笑顔がこぼれました♪

まーの・あ・まーの（手話お話会）　5月 14日
絵本「おさるのパティシエ」を題材にケーキを作

り

ました！
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◇お申し込み・お問い合わせ先◇

策秘書課 秘書・広聴広報担当

　☎３２－５０６３

メール info@koshu.yamanashi.jp

わが家のスター
お子さんの笑顔写真

大 募 集

高
たか

野
の

	悠
ゆう

真
ま

くん（８ヶ月）

初節句でお祝いをしてもらいご機
嫌の悠真♪いつも笑顔をありがと
う♡これからも元気に育ってね☆
父・和成さん、母・麻耶さん

（熊野）

橋
はし

爪
づめ

	一
いっ

生
き

くん（２歳）

わが家のスター

マイペースで、ちょっぴりとろい、車
が大好きないっき☆いつも幸せと笑顔
をありがとう♡大大大好きです♡

母・美沙さん
（下塩後）

広
報
こ
う
し
ゅ
う
発　
行
／
平
成
28
年
６
月
１
日

編　
集
／
甲
州
市
役
所　
政
策
秘
書
課　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.city.koshu.yam

anashi.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／info@

city.koshu.yam
anashi.jp

〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎	0553-32-2111　FAX	0553-32-1818


